
取付説明書

＜取付所要時間の目安＞
約 50分POWER BOX PIPE

※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。
※ 作業は平坦な場所でエンジン、マフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ 本製品にはエキゾーストガスケットは付属しておりません。取り付け後の排気漏れを防ぐ為にも車種専用の物をご購入の上、新品に交換して下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼って養生しておく事をお勧めします。

〈 商品内容 〉

① POWER BOX パイプ 
② フランジナット

×１
×１

190627

1/2

YZF-R25【2BK-RG43】

純正マフラー・一式を取り外します。　（純正マフラーは重いのでサイレンサーボディーを先に外す事をおすすめします。）●１

右ステップの固定を一旦取り外し、
上から吊るすなどして、ずらしながら・・・

POWER BOX パイプを仮組みします。●２

サイレンサー上部の固定ボルトを取り外し、
サイレンサー・接合部のバンドを緩め、
サイレンサーボディー単体を引き抜きます。

プロテクター内側のブラケットを
取り外します。
※後で再び使用します。

アンダーカウル下を固定しているボルトと前側パネル部のタッピングビス
２ヶ所を取り外しておきます。（マフラーの脱着時に作業し易くなります。）

排気ガスセンサーを取り外します。
（配線を傷めない様に注意！！）
※後で再び取り付けます。

内側に隠れているボルトを抜き取り
ながらマフラー・一式をゆっくりと
車体から取り外します。

排気ポート部のフランジナット
（４箇所）を取り外します。
※フランジナットは後で再使用します。
キャニスターを破損しない様に
ガムテープなどで養生しておきます。

エキゾースト・ガスケットを新品に交換しておきます。
（専用の物を別途ご購入下さい。）

排気ポート部の固定には
純正マフラーに使用していた
フランジナットを再使用します。

BOX部のステーを車体に
仮組みします。純正マフラーに使用
していたボルト、ワッシャと同梱の
フランジナット② を使用して組み付けます。

排気ガスセンサーをPOWER BOX
パイプに本締めにて固定します。
※配線を傷めない様に注意！！

純正マフラーから取り外しておいた
ブラケットを移し替え、固定して
おきます。

ブラケットブラケット
キャニスターキャニスター

.........................................................................................................................................................................................................

プロテクターを取り外します。
※後で再び使用します。

プロテクタープロテクター

マフラー交換時に排気ガスセンサーを取り外したままの状態で
メインスイッチをONにしますと、センサー部に異常があると判断して
メーターの警告灯が点灯してしまいます。一度点灯した警告灯は簡単に解除できません。
必ず、マフラー装着を全て完了した後にエンジンを始動する様にして下さい。
万が一警告灯を点灯させてしまった場合には専用の機材による点検、解除が必要です。
車輌ご購入先のバイクショップに相談して下さい。

排気ガスセンサーの配線の取り回しを
変更しておきます。この後 POWER BOX
パイプに組み付ける際に配線に
余裕を持たせる為です。

クランプを開いて
配線の位置を変更



アンダーカウルを固定し、パイプと干渉していない事を確認したら作業終了となります。

各部のクリアランス、取り付け状態を確認し、マフラー全体の本締めを行ないます。

マフラー全体をきれいに拭き上げます。
マフラーに付着した汚れや油分をパーツクリーナーなどの脱脂剤でしっかりと拭き取って下さい。
汚れや油分がマフラーに付いた状態でエンジンをかけて熱が加わりますと後で落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

車体各部とのクリアランスを確認します。
特に転倒歴のある車輛やサスペンションを
交換している車輛などはスィングアームとの
クリアランスにはご注意下さい。
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右ステップを一旦外していた事によって
リア・ブレーキの作動に不具合が出ていないか、
ストップランプの点灯も含めて
必ずリア・ブレーキの作動確認を行なって下さい。

サイレンサー接合部にガスケットは使用しません。
ガスケットが内側に残ってしまった場合には
全て取り去り、パーツクリーナーで
きれいな状態にしておきます。

サイレンサー上部を仮止めします。
（ボルト類は再使用します。）
POWER BOXパイプとの接合部の
バンドをある程度締め込んでおきます。

純正マフラーから取り外しておいた
プロテクターを移し替えて固定します。

サイレンサーボディーをゆっくりと
POWER BOXパイプに差し込んで行きます。
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純正サイレンサーを仮組みします。●３

●４
●５

●６
●７

接合部からの水滴垂れや
排気漏れを抑える為に
あらかじめ液体ガスケットを
塗布の上組み付けて下さい。

エンジンを始動し、接合部から排気漏れの無い事を確認します。

マフラー交換時に排気ガスセンサーを取り外したままの状態で
メインスイッチをONにしますと、センサー部に異常があると判断して
メーターの警告灯が点灯してしまいます。一度点灯した警告灯は簡単に解除できません。
必ず、マフラー装着を全て完了した後にエンジンを始動する様にして下さい。
万が一警告灯を点灯させてしまった場合には専用の機材による点検、解除が必要です。
車輌ご購入先のバイクショップに相談して下さい。

※ POWER BOX サイレンサーとの組み合わせの場合
POWER BOX サイレンサーとの組み合わせの場合にも接合部にはジョイントガスケットは使用しません。
その代わりに水滴垂れや排気漏れを防ぐ為にも接合部にあらかじめ液体ガスケットを
塗布して組み付けて下さい。（液体ガスケットは付属しておりませんので別途お買い求め下さい。）
POWER BOX パイプにはサイレンサーの差し込み量を規制するストッパーはありませんが、
POWER BOX サイレンサー上部ステーの穴とタンデムステップ部の固定箇所の穴が一致する所を
差し込む深さの目安にして下さい。
※その他の取り付けに関する詳細は、POWER BOX サイレンサーご購入時に同梱されている
取り付け説明書を良くお読み下さい。

※ マフラー装着完了後も取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 製品によってはパイプやサイレンサーの一部に小さな穴を空けています。
　 これは水抜き用に設けられた穴ですので特に問題はございません。
※ 製品の構造上、ご使用状況によってはアフターファイヤーが発生する場合がありますが、
　 性能や耐久性に問題が生じるものではございません。
※ 装着直後はマフラー内部に残った油分により、白煙や臭いが発生する場合がありますが
　 数日で解消されます。

上記の内容を良くご理解いただいた上でご使用下さい。


